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平
成
28
年
度
分
の
交
通
災
害
共
済
の
加

入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
災
害
共
済
は
、
一
人
５
０
０
円
の

掛
け
金
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
わ

れ
た
方
に
見
舞
金
を
お
送
り
す
る
制
度
で

す
。
市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め

の
方
な
ら
、ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
掛
金　
一
人
５
０
０
円
（
１
人
１
口
ま

で
、
二
重
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
共
済
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平

成
29
年
３
月
31
日
（
４
月
１
日
以
降
の
途

中
加
入
は
、受
付
日
の
翌
日
か
ら
効
力
発
生
）

▼
受
付
場
所　
交
通
対
策
課
、
市
民
課
、

各
支
所
（
新
旭
振
興
室
）

☆
ご
家
庭
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
対
策
課

　
（
２
２
）
０
０
５
８

　
農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
に
２
０
０
㎡

有　
料　
広　
告

　
平
成
28
年
度
に
行
わ
れ
る
選
挙
の
投
票

所
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
で
き
る
の
は
、
高
島
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

▼
仕
事
の
内
容

　
投
票
所
で
投
票
が
公
正
か
つ
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
立
ち
会
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
立
会
い
の
場
所

・
期
日
前
投
票
所
…
市
役
所
ま
た
は
支
所

以
上
の
田
や
畑
の
形
状
を
変
更
す
る
場
合

は
、
高
島
市
田
畑
転
換
等
農
地
の
形
状
変

更
に
関
す
る
指
導
要
綱
に
基
づ
く
農
業
委

員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

事
前
に
農
業
委
員
会
へ
届
出
を
提
出

し
、
同
意
を
得
た
う
え
で
形
状
変
更
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
田
や
畑
の
形
状
を
変
更
す
る
具
体
的
な

例
〕

・
田
を
埋
め
立
て
て
畑
に
す
る
。

・
田
や
畑
を
土
砂
で
か
さ
上
げ
す
る
。

・
複
数
の
田
の
あ
ぜ
を
取
り
、
１
枚
の
大

き
な
田
に
す
る
。

・
そ
の
他
農
地
の
形
状
を
変
更
す
る
場
合

※
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
２
５
）
８
５
１
３

の
期
日
前
投
票
所

・
選
挙
当
日
の
投
票
所
…
立
会
人
の
投
票

区
投
票
所

▼
立
会
い
の
日
時

・
期
日
前
投
票
所
…
告
示
日
、
ま
た
は
公

示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の

指
定
日
。
８
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で

・
選
挙
当
日
の
投
票
所
…
７
時
か
ら
20
時

ま
で
（
一
部
投
票
所
閉
鎖
時
刻
の
繰
上
げ

あ
り
）

▼
報
酬
額

・
期
日
前
投
票
所
…

　
　
　
１
日
あ
た
り　
９
，
５
０
０
円

・
選
挙
当
日
の
投
票
所
…

　
　
　
１
日
あ
た
り
１
０
，
７
０
０
円

　
報
酬
額
は
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
申
込
期
限　
２
月
29
日
（
月
）
必
着

▼
申
込
方
法　
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
選
任
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
立
会
い
日
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

・

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
２
５
）
８
０
０
０

お
知
ら
せ

交
通
災
害
共
済
に

　
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

田
や
畑
の
形
状
を
変
え
る
に

は
届
出
が
必
要
で
す

投
票
立
会
人
を

　
　
募
集
し
ま
す
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市
で
は
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
・

取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
を
防
止

す
る
た
め
、
本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
証
明
書
を
、
本
人
の
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
に
登
録

さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
そ
の
交
付
事
実
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
の

登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
手
続
き
は
、
市

民
課
お
よ
び
各
支
所
で
随
時
受
付
け
て
い

ま
す
。

※
第
三
者
と
は
…
「
同
一
世
帯
」
以
外
の

方
（
個
人
、
法
人
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、行
政
書
士
な
ど
）
を
言
い
ま
す
。

▼
登
録
で
き
る
人

○
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
（
除
か

れ
た
人
を
含
む
。
た
だ
し
、
除
か
れ
て
５

年
経
過
し
た
人
は
除
く
）

○
市
に
本
籍
が
あ
る
人
（
除
か
れ
た
人
を

含
む
）

※
死
亡
し
た
人
、
失
踪
宣
告
を
受
け
た

人
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

▼
登
録
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
本
人
の
顔

写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の
証
明
書
）

○
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

○
法
定
代
理
人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
な
ど

で
法
定
代
理
人
の
資
格
を
証
す
る
も

の
（
本
市
に
本
籍
が
あ
り
、
市
で
法

定
代
理
の
資
格
が
確
認
で
き
る
場
合

は
不
要
で
す
。）

▼
登
録
の
有
効
期
間　
登
録
日
か
ら
３
年

で
自
動
的
に
終
了
し
ま
す
。
有
効
期
間
満

了
日
の
１
か
月
前
か
ら
更
新
手
続
き
が
可

能
で
す
。

　

市
民
課　

　
（
２
５
）
８
０
１
８

制度の流れ

高島市役所

本人通知制度
の登録者

（事前登録の希望者）

高島市に住民登録
や本籍のある方

①事前登録
　の申込④交付した

　事実を通知

住民票の写し
等の請求者

（代理人・第三者等）

②請求
③交付

【
市
営
住
宅
】

▼
募
集
期
間

　
《
定
期
募
集
の
住
宅
》

　
　
２
月
１
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）

▼
種
類

○
臨
時
講
師
…
臨
時
に
任
用
す
る
常
勤
の

講
師  

　
《
随
時
募
集
の
住
宅
》

　
随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
申
込
資
格
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

　
①
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　
　
る
方

　
②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

　
③
入
居
予
定
者
全
員
の
収
入
月
額
の

　
　
合
計
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

　
④
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

　
⑤
そ
の
他
、
市
の
基
準
を
満
た
す
方

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
１
月
29
日
（
金
）

に
公
表
し
ま
す
。

【
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅
】

▼
募
集
期
間

　
随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
申
込
資
格
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

　
①
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方

　
②
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
所
得
が
一

　
　
定
額
以
上
の
方
（
年
齢
に
よ
っ
て
必

　
　
要
金
額
が
異
な
り
ま
す
。）

　
③
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課
　
（
２
２
）
０
９
０
４

○
非
常
勤
講
師
…
週
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
ら
れ
た
時
間
、
教
科
・
科
目
の
授

業
の
み
を
行
う
非
常
勤
の
講
師

▼
応
募
資
格

・小
学
校
教
諭
、中
学
校
教
諭
、養
護
教
諭
、

栄
養
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
普
通
免
許
状
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
（
免
許
状
取
得
見
込

み
の
方
も
含
む
）（
免
許
更
新
手
続
き
が

完
了
し
て
い
る
方
）　　

・
心
身
と
も
に
健
康
で
、
勤
務
に
耐
え
得

る
方

▼
応
募
期
間　
随
時　
　
　
　
　
　
　
　

▼
応
募
方
法　
志
願
書
と
教
員
免
許
状
の

写
し
を
高
島
市
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録

受
付
中

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

滋
賀
県
公
立
小
・
中
学
校

講
師
募
集

有　
料　
広　
告
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高
島
市
青
年
協
議
会
で
は
、
青
年
の
人

材
育
成
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組

み
に
つ
な
ぐ
た
め
「
高
島
青
年
塾
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
「
高
島
青
年
塾
」
は
、“
Ｕ

Ｆ
Ｏ
の
町
”で
有
名
な
石
川
県
羽
咋
市
で
、

地
域
に
根
ざ
し
た
青
年
活
動
の
魅
力
を
学

び
ま
す
。

　
仕
事
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
見
つ
け
、

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
場
所

【
安
曇
川
・
高
島
・
朽
木
地
域
】

 （
日
時
）
２
月
16
日
（
火
）
９
時
30
分
～

 （
場
所
）
安
曇
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

日
頃
の
生
活
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と

や
、
県
政
に
対
す
る
思
い
を
聴
か
せ
て
く

だ
さ
い
！

　
県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
お
届
け
す
る
情
報

で
県
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
く
活
動
が
中
心

と
な
り
ま
す
。
気
軽
に
参
加
で
き
る
内
容

で
す
の
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
県
政
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
人
数　
４
０
０
人
（
応
募
者
数
が

４
０
０
名
を
超
え
た
場
合
、
性
別
・
地
域

別
・
年
齢
別
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
う

え
で
抽
選
）

▼
応
募
資
格　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

で
次
の
全
て
を
満
た
す
方
で
す
。

・
県
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

・
県
政
に
関
心
を
持
ち
モ
ニ
タ
ー
活
動
を

遂
行
で
き
る
方

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
サ
イ
ト

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）

で
は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
者
へ
の
援
護

を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

【
療
護
施
設
（
病
院
）
の
設
置
】

　
脳
損
傷
に
よ
る
重
度
の
意
識
障
が
い
の

方
（
遷
延
性
意
識
障
害
者
）
の
治
療
・
看

護
に
特
化
し
た
病
院
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
入
院
期
間
は
、概
ね
３
年
以
内
で
す
。

【
介
護
料
の
支
給
】

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
、
脊
髄
ま

た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
介

護
が
必
要
な
状
態
の
方
に
介
護
料
を
支
給

教
育
課
、
ま
た
は
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事

務
局
教
職
員
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
は
、学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

※
志
願
書
の
提
出
に
よ
り
滋
賀
県
講
師
志

願
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

学
校
教
育
課

　
（
３
２
）
４
４
７
１

の
閲
覧
、
メ
ー
ル
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
が
で
き
る
方
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
利
用
可
。
携
帯
電
話
端

末
は
利
用
不
可
。）

※
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
常

勤
の
公
務
員
の
方
を
除
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切　
２
月
12
日
（
金
）
17
時

▼
応
募
方
法　

滋
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
し
が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

U
RL

：https://s-kantan.com
/

pref-shiga-u/

滋
賀
県
広
報
課
県
民
の
声
係

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
０
４
６

し
て
い
ま
す
。

　
月
額
２
９
，
２
９
０
円
～

　
　
　
　
１
３
６
，
８
８
０
円

【
交
通
遺
児
等
へ
の
無
利
子
貸
付
】

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
保
護
者
の
方

が
な
く
な
っ
た
、
ま
た
は
重
度
の
障
が
い

を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
ご
家
庭
の
お
子
さ

ん
の
経
済
的
な
手
助
け
を
行
う
た
め
無
利

子
で
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
中
学

卒
業
ま
で
）

・
一
時
金
……
１
５
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
初
回
の
み
）

・
月
額
……
…
…
１
０
，
０
０
０
円

 

ま
た
は
２
０
，
０
０
０
円

・
小
中
学
校
入
学
支
度
金
…

 

４
４
，
０
０
０
円

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

滋
賀
支
所

　

０
７
７
（
５
８
５
）
８
２
９
０

　
地
域
の
魅
力
・
人
の
魅
力
を
体
験
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
地
元
青
年
と
の

交
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日　
２
月
13
日
（
土
）
８
時
～　

　
　
　
　
14
日
（
日
）
18
時　
１
泊
２
日

▼
訪
問
先　
石
川
県
羽
咋
市

▼
対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、
通

学
し
て
い
る
16
歳
～
35
歳
の
方

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
費　
１
人
６
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
※
変
更
の
可
能
性
あ
り

▼
申
込
締
切　
２
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
申
込
方
法　
電
話
、
メ
ー
ル

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
年
齢
、
④
電
話
番

号
と
と
も
に
「
高
島
青
年
塾
参
加
希
望
」

と
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・

高
島
市
青
年
協
議
会
事
務
局

　

０
９
０
（
８
８
２
６
）
５
６
９
６

　

re_takashim
a@

yahoo.co.jp

平
成
28
年
度 

県
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
！

自
動
車
事
故
被
害
者
の
た
め

の
病
院
お
よ
び
支
援
制
度

高
島
青
年
塾  

参
加
者
募
集
！

高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

　
米
消
費
量
の
減
少
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
大

筋
合
意
に
よ
る
輸
入
圧
力
が
懸
念
さ
れ
る

英語サロン
中級 韓国語サロン

日
程

２月６日（土）
    ・20 日（土）

２月 16 日（火）
２月 23 日（火）

会
場 今津東コミュニティセンター

講
師

ケビン・
ディーガン先生 坂口直美先生

時
間

①９時 30 分～
　　10 時 30 分
② 10 時 45 分～
　　11 時 45 分

10 時～
11 時 30 分

▼
参
加
費　
一　
般　
１
回
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
１
回　
５
０
０
円

　
　
　
　

   

会　
員　
１
回　
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

・

高
島
市
国
際
協
会

　
（
２
０
）
１
１
８
０

　
（
２
０
）
５
７
５
７

　

tifa822@
ares.eonet.ne.jp

催　
し

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
ま
た
は
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の
記
載
の

な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

　
た
か
し
ま
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し

て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
」
の
受
賞
プ
ラ
ン
の
発
表
と
講
評
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、「
た
か
し
ま

発
酵
食
文
化
カ
レ
ッ
ジ
」
の
卒
業
式
と
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
10
分

▼
会
場　
旧
新
旭
公
民
館

　
　
　
　
　
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容

《
第
１
部　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
会
》

・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
奨

励
賞
受
賞
プ
ラ
ン
発
表
・
講
評

　
「
大
溝
の
お
も
て
な
し
」　

　
　
　
戸
田
み
な
（
大
阪
府
高
槻
市
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
高
島
に
人
を
呼
ぶ
た
め
の
魅
力
づ
く

り
・
拠
点
づ
く
り
」

《
第
２
部「
た
か
し
ま
発
酵
食
文
化
カ
レ
ッ

ジ
」
卒
業
式
》

・
卒
業
証
書
授
与

・発
酵
食
品
基
礎
講
座
（
松
井
徳
光
学
長
）

高
島
市
産
業
連
携
推
進
協
議
会
事
務

局
（
高
島
市
商
工
会
）

　
（
３
２
）
１
５
８
０

　
今
年
度
９
月
に
発
行
し
た
プ
レ
ミ
ア
付

地
域
通
貨
ア
イ
カ
の
有
効
期
限
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。

▼
有
効
期
限　
２
月
29
日
（
月
）
ま
で

　
期
限
が
過
ぎ
た
ア
イ
カ
は
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。必
ず
期
限
内
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

高
島
市
商
工
会

　
（
３
２
）
１
５
８
０

【
マ
キ
ノ
・
今
津
・
新
旭
地
域
】　

 （
日
時
）
２
月
17
日
（
水
）
９
時
30
分
～

 （
場
所
）
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

▼
参
加
料　
無
料

・

公
益
社
団
法
人
高
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
　
（
３
６
）
８
１
９
１

中
、
平
成
30
年
度
か
ら
は｢

自
ら
の
判
断｣

に
よ
る
米
づ
く
り
経
営
が
求
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
良
質
米
の
安
定
生
産
と

飼
料
用
米･

飼
料
用
イ
ネ
の
低
コ
ス
ト
生

産
に
向
け
、
市
内
で
の
栽
培
事
例
に
学
ぶ

高
島
農
業
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
担

い
手
農
家
や
集
落
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
２
月
６
日
（
土
）
14
時
～
16
時

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
対
象
者　
市
内
の
担
い
手
農
家
等

▼
定
員　
１
５
０
人

▼
内
容

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
話
題
提
供
…

　

｢

米
政
策｣

の
今
後
の
方
向

　

｢

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業｣

の
紹
介

・
意
見
交
換
…

（
パ
ネ
ラ
ー
）
飼
料
用
米･

稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
栽

培
者
、
Ｊ
Ａ
西
び
わ
こ

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
高
島
県
事
務
所

農
産
普
及
課

○
良
質
米
づ
く
り
推
進
大
会

・
事
例
発
表
…｢

み
ず
か
が
み｣

食
味
コ

ン
テ
ス
ト
褒
賞
者

・
話
題
提
供
…｢

気
象
変
動
の
大
き
い
時

代
の
良
質
米
づ
く
り｣

○｢

高
島
い
ち
じ
く｣

Ｐ
Ｒ
展
示

高
島
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー

　
（
２
２
）
３
１
７
８

プ
レ
ミ
ア
付
地
域
通
貨
ア
イ
カ

有
効
期
限
迫
る
！

た
か
し
ま

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

国
際
交
流
サ
ロ
ン

第
39
回 

高
島
農
業
振
興
大
会

～
水
田
の
フ
ル
活
用
に
よ
る

　
　
　
経
営
安
定
に
向
け
て
～
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第
11
回
高
島
市
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
の
参
加
者
と
役
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
28
日
（
日
）
９
時
～

▼
場
所　
箱
館
山
ス
キ
ー
場

▼
対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
参
加
費　
小
・
中
学
生　
無
料

　
　
　
　
　
高
校
生
以
上
２
０
０
円

　
　
　
　
　
（
入
館
料
）

・

新
旭
水
鳥
観
察
セ
ン
タ
ー

　
（
10
時
～
17
時
開
館
、
火
曜
日
休
館
）

　
（
２
５
）
５
８
０
３

　

m
izudori@

okubiw
ako.net

　
安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ
ブ
の
芸
能
発
表

や
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

▼
場
所　
安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

《
芸
能
発
表
》

▼
日
時　
２
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時
（
予
定
）　　

▼
内
容　
新
舞
踊
、カ
ラ
オ
ケ
、ギ
タ
ー
、

ゴ
ス
ペ
ル
、
よ
し
笛
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

管
弦
楽
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
、
太
鼓
等

☆
か
や
く
ご
飯
、手
打
ち
そ
ば
、喫
茶
コ
ー

ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
模
擬

店
が
多
数
出
展
さ
れ
ま
す
。

《
作
品
展
示
》

▼
期
間　
２
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
～
３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
（
た
だ
し
29
日
は
休
館
）

　
　
　
　

 　
時
間　
９
時
～
17
時

▼
内
容　
陶
芸
、
木
工
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
、
絵
手
紙
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
、
墨
絵
、
俳
句
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ソ
ー
イ

ン
グ
等

安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
３
４
）
１
３
２
０

▼
部
門

　
《
ア
ル
ペ
ン
の
部
》

　
○
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

  

一
般
の
部
・
中
学
生
の
部
・
小
学
生
の
部

　
○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

　
　
女
子
の
部
・
男
子
の
部

　
《
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
》

　
○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
一
般
の
部
・
中
学
生
の
部
・
小
学
生
の
部

　
○
リ
レ
ー

　
　
中
学
生
の
部

　
《
テ
ク
ニ
カ
ル
の
部
》

▼
参
加
料

　
一
般
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
無
料

　
（
た
だ
し
、
駐
車
場
代
は
参
加
者
負
担
）

※
役
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
駐
車
場
代
、

ゴ
ン
ド
ラ
・
リ
フ
ト
代
は
無
料
で
す
。

▼
申
込
締
切　
２
月
19
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
体
育
協
会
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
申
込
書
は
、
体
育
協
会
事

務
局
・
各
公
民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・

高
島
市
体
育
協
会
事
務
局
（
安
曇

　
鹿
肉
を
使
い
、
石
釜
で
焼
い
た
ピ
ザ
を

作
り
ま
す
。
ス
ー
プ
と
デ
ザ
ー
ト
付
き
。

森
と
動
物
、
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も

考
え
て
み
よ
う
！

▼
日
時　
２
月
27
日
（
土
）
11
時
～
13
時

▼
場
所　
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
料　
ひ
と
り
１
，
５
０
０
円

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
締
切　
２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

森
林
公
園
く
つ
き
の
森 

　
（
３
８
）
８
０
９
９

　
（
３
８
）
８
０
１
２　
　
　
　
　

　

asosatoyam
a@

zb.ztv.ne.jp

　
冬
は
水
鳥
が
琵
琶
湖
に
多
く
飛
来
す
る

季
節
で
、
新
旭
水
鳥
観
察
セ
ン
タ
ー
の
前

に
は
、
多
い
時
で
数
千
羽
の
水
鳥
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

《
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
観
察
会
》

　
専
門
員
の
分
か
り
や
す
い
説
明
を
聞
き

な
が
ら
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
20
日
（
土
）

（
集
合
）
13
時
40
分
～
（
解
散
）16
時
頃

▼
参
加
費　
小
・
中
学
生
１
０
０
円
、

　
　
高
校
生
以
上
３
０
０
円（
入
館
料
込
）

▼
集
合
場
所　
新
旭
水
鳥
観
察
セ
ン
タ
ー

　
館
内
で
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
生
態
等
を
ご
紹

介
し
た
後
、
車
で
新
旭
町
や
安
曇
川
町
の

観
察
場
所
へ
移
動
し
ま
す
。

▼
定
員　
15
人

▼
申
込
方
法　
電
話
、
メ
ー
ル
、
窓
口

※
車
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
事
前
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

《
親
子
で
描
こ
う
！

　
冬
の
カ
モ
ス
ケ
ッ
チ
大
会
》

　
展
望
室
か
ら
観
察
し
好
き
な
カ
モ
を
描

い
て
み
ま
し
ょ
う
！　
種
類
に
よ
っ
て
色

や
模
様
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
作
品
は
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間　
３
月
28
日
（
月
）
ま
で

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
観
察
会
と

親
子
で
描
こ
う
！

冬
の
カ
モ
ス
ケ
ッ
チ
大
会

　
森
の
ラ
ン
チ

～ 

ジ
ビ
エ
入
門
～

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
・
役
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　
子
育
て
で
ち
ょ
っ
と
お
疲
れ
気
味
の
方

へ
、
疲
労
回
復
に
効
く
薬
膳
茶
の
ブ
レ
ン

ド
体
験
と
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
ら
れ
る
先
輩
の
体

験
談
や
参
加
者
同
士
の
交
流
で
あ
な
た
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
３
月
２
日
（
水
）
13
時
～
15
時

▼
場
所　
働
く
女
性
の
家

▼
定
員　
20
人

▼
内
容　

○
夢
に
向
か
っ
て
踏
み
出
し
た
方
の
体
験

談○
薬
膳
茶
ブ
レ
ン
ド
と
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ

キ
ー
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら
の
参
加
者

同
士
の
交
流

▼
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

▼
申
込
締
切　
２
月
20
日
（
土
）

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

※
無
料
託
児
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

０
７
４
８
（
３
７
）
３
７
５
１

　
今
津
に
咲
く
不
思
議
な
花
「
ザ
ゼ
ン
ソ

ウ
」
の
開
花
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。

　
「
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
」
は
、
ハ
チ
北
高
原
な

ど
雪
深
い
山
岳
の
湿
地
帯
に
自
生
し
て
い

ま
す
が
、
今
津
の
群
生
地
は
、
近
江
今
津

駅
か
ら
も
近
く
（
約
２・５
㎞
）、
住
宅
地

の
中
に
自
生
し
て
い
て
、
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
貴
重
な
環
境
と
し
て
人
気
で
す
。
今

年
も
「
今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
学
び
の
集
い

　
　
　
＆
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ウ
ォ
ー
ク
》

▼
日
時　
３
月
６
日
（
日
）
９
時
受
付

▼
会
場　
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
日
時　
３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
14
時
～
16
時
30
分

▼
場
所　
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

　
○
落
語
「
時
事
漫
談
」「
禁
酒
関
所
」

　
○
講
演
会
「
心
を
磨
く
生
活
習
慣
」

▼
参
加
費　
一
人
１
，
０
０
０
円

・

湖
西
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
（
３
２
）
９
７
２
５

（
高
島
市
教
育
委
員
会
後
援
）

　
今
ま
で
の
発
酵
料
理
教
室
の
ポ
イ
ン
ト

を
ふ
り
か
え
り
、
発
酵
料
理
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

を
囲
ん
で
発
酵
談
議
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
♪

　
ス
タ
ッ
フ
お
手
製
の
お
料
理
を
楽
し
み

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
調
理
実
習
は
あ

り
ま
せ
ん
）

▼
日
時　
３
月
５
日
（
土
）、
９
日
（
水
）

　
　
　
　
両
日
10
時
～
13
時

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
定
員　
30
人
／
１
回

▼
受
講
料　
５
０
０
円
／
１
回

▼
申
込
方
法

　
発
酵
つ
な
が
り
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

http://hakkou-tunagaritai.
jim

do.com

※
２
月
５
日
か
ら
受
け
付
け
開
始

高
島
発
酵
つ
な
が
り
隊

　
　
　
　
代
表　
美
食
倶
楽
部

　

０
９
０
（
９
０
５
４
）
０
４
４
６

▼
参
加
費　
８
０
０
円
（
資
料
代
、保
険
、

協
力
金
な
ど
）

▼
内
容

（
午
前
）
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
学
び
の
集
い

　
　
（
講
師
）
岩
手
大
学
農
学
部　
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤　
菊
一
氏

（
午
後
）
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ウ
ォ
ー
ク

　
　
（
案
内
）
い
ま
づ
自
然
観
察
ク
ラ
ブ
、

　
　
　
　
　
　
今
津
ガ
イ
ド
勉
強
会　
　

▼
申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
・
昼
食
希
望
の
有

無
お
よ
び
同
伴
者
の
氏
名
・
性
別
・
年
齢

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
希
望
者
の
み
別
途
１
，
０
０
０

円
で
豚
汁
付
の
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
。

※
ま
つ
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

・

今
津
ザ
セ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
前
川
サ
キ
さ
ん
）

　
〒
５
２
０
ー
１
６
１
１

　
　
今
津
町
弘
川
３
８
２
番
地

　

０
８
０
（
３
７
６
９
）
８
０
１
９

　
　
（
平
日
10
時
～
16
時
）

　
（
２
２
）
０
４
４
９

　

０
７
４
８
（
３
７
）
５
７
７
０

　

g-net@
pref.shiga.lg.jp

川
総
合
体
育
館
内
）

　
（
３
２
）
３
１
８
０

マ
ザ
ー
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ

発
酵
料
理
教
室
の

ふ
り
か
え
り
＆
交
流
会

モ
ラ
ロ
ジ
ー
講
演
会

２
０
１
６

今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
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nformationI 暮らしの情報

nformationI文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などの掲載を希望される場合は、藤樹の里文化芸術会館（ 32－2461）
までお寄せください。４月号掲載の締め切りは２月 20 日です。（毎月 20 日締め切り）

湖西地域の文化情報

10 時～ 17 時

安曇川町田中 426　 （32）0150

心象風景
小多譲仁アクリル展

13 時 30 分開演
音楽療法士、岡本仁司氏によるピアノ弾
き語りコンサート。昭和時代の懐かしい
メロディを楽しいおしゃべりとともにお
届け。リクエストにもお応えします。

昭和のうた♪  
ピアノ弾き語りコンサート

全席自由
入場無料

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館

13 時開演

▼出演
　ぶんげい演劇教室＋演劇集団つばめ
　ほか
※３歳以上入場可

たかしま☆春の演劇祭

全席自由
一律　５００円 藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館

朽木資料館　 （38）2339

●常設展示
朽木の歴史にふれる
朽木の生業に関する資料やシコブチ
信仰関係資料を紹介。

９時～ 16 時 30 分
常設展示
朽木資料館

滋賀県内の幼稚園、保育園、小学校、
中学校、高等学校の図工美術教育に
携わってきた教職員ＯＢ会の方々の
絵画、版画、彫刻、陶芸等の作品が
展示されます。

滋賀美育懇話会事務局
　（弘部　誠さん）　 （22）0760
　湖西ブロック担当（石黒紀代子さん）
　　 （33）0347

第 25 回
滋賀美育懇話会・会員作品展

入場料無料

９時 30 分
～ 16 時 30 分

※最終日 16 時まで

～ 21月

※３月 14 日（月）
は休館

藤樹の里文化芸術会館
展示室２

～未来へつなぐ音楽の架け橋～

２０１６
たかしま市民音楽祭「響」

一　律　５００円

高島市民会館 企画展

９時～ 16 時 30 分

マキノ資料館

●常設展示
マキノの生活文化を伝える
山村・農村・港町の生活や遺跡出土
品等を紹介。
マキノ資料館　 （27）1484

●企画展
昔の教科書展
明治から大正頃に市内の学校で使わ
れていた教科書を展示します。

高島歴史民俗資料館

●常設展示
高島の歴史と風土に出会える
鴨稲荷山古墳石棺模型をはじめ、古
代高島を伝える考古資料を展示。
高島歴史民俗資料館　 （36）1553

企画展

９時～ 16 時 30 分

●企画展
古雛展
市内の家々に伝わった昔の雛人形を
展示します。

10 時～ 22 時

10 時～ 22 時

～草木染織　きさらぎ展～

大好きな布に癒されて

今津町舟橋 2 ー 8 ー10　 （22）1414
※最終日　16 時まで

小林斐子

白石まさ江　水口孝子

表彰式は、２月７日（日）14 時から。
最終日は 15 時まで。

湖西書き初め展
一般の部・青少年の部

入場無料 藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461
９時～ 17 時

藤樹の里文化芸術会館

開催中

高島市民会館　 （22）1764

▼１部　合唱ステージ
　童謡唱歌メドレー（シルバー合
唱）、合唱劇（ジュニア合唱）、混声
合唱組曲　ほか
▼２部　吹奏楽ステージ
　アフリカンシンフォニー、にじい
ろ、Let's  Swing!!  ほか
▼合唱と吹奏楽の合同
　明日があるさ、花は咲く

13 時 30 分開演

全席自由

高島文化フェスティバル実行委員募集！

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

　高島文化フェスティバル実行委員会では、事業の企画・
運営にご参画いただける実行委員を募集しています。市
内在住の方であれば、どなたでも結構です。詳しくは、
お問い合わせください。

【開催日】発表の部　７月３日（日）
　　　　  展示の部　６月 30 日（木）～７月３日（日）

２/ ７日

３/ 13日

２/ 10水

３/ ８火

３/ 21月

2/13 土

2/13 土

３/31木

３/31木

入館無料月・火・祝日
 休

入館無料月・火・祝日
 休

入館無料月・火・祝日
 休

ギャラリー Cafe Cozy
２/1月～14 日

2/15月～29月

鑑 賞 無 料火・休

ギャラリー藤乃井

鑑 賞 無 料無　休

2/24水～29月

相　談 日　時 場　所 内　容
高島こころのつえ
相談室

高島市社会福祉協議会
　 （36）8220

毎週水・木曜日
　13 時～ 17 時
※祝日を除く

ー
（電話相談）

誰かに話を聴いてほしいと感じたら、ぜひお電話
ください。人には話せない悩みのある方々に、も
う一度笑顔を取り戻すお手伝いができたらと思い
ます。思いによりそい、じっくりお聴きします。
　相談用電話番号　０１２０（８７４）７５６

女性のための悩み
相談室

市民協働課
　 （25）8526

２月
３日・17 日（水）

13 日・27 日（土）
13 時 30 分～ 16 時 30 分
※相談時間は一人 50 分以内

働く女性の家
（17 日は安曇川
公民館）

 「こんなこと、相談するほどのことでもないのかな…」
と思わずに、どんな悩みでも気軽にご相談ください。
市外から女性カウンセラーを迎え、あなたにあった
解決策を一緒に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　予約専用電話番号　（２２）４０５２   

不動産に関する
無料相談会

生活相談課
　 （２５）８１２５

２月６日（土）
　10 時～ 15 時
※最終受付 14 時 30 分

観光物産プラザ
（新旭公民館）

自分たちではなかなか解決できないような不動産に
関する諸問題に、不動産鑑定士等の専門家が相談に
応じます。（電話予約優先）
予約先　公益社団法人　滋賀県不動産鑑定士協会
　　　　☎０７７（５２６）１１７２

特設人権なんでも
相談所

人権施策課
　 （25）8524

２月 10 日（水）
13 時 30 分～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関わ
る問題で悩んでいませんか？　ひとりで悩まずに人
権擁護委員にご相談ください。※予約は不要です。

税理士による無料
税務相談会

今津納税協会
　 （22）3733

２月 18 日（木）
　13 時 30 分
　～ 16 時 30 分

高島市商工会　
北部センター

（旧今津町商工会）

相続や生前贈与にかかる税金の相談から、所得税、
法人税、消費税に関する疑問、商売を始められたと
きの税に関する手続きなどお気軽にご相談くださ
い。市内の税理士が相談に応じます。
※事前予約をお願いします。（予約時間９時～ 17 時）
※先着順で相談に応じます。

高島行政なんでも
相談所

滋賀行政評価事務所
　行政相談課
　 077（523）1100 

生活相談課
　 （２５）８１２５

２月 19 日（金）
   13 時 30 分～ 16 時
  （受付）
　13時～15時30分

観光物産プラザ
（新旭公民館）

暮らしに身近な相談をお受けします。（予約不要）
▼参加機関と相談内容
滋賀県高島土木事務所…県の土木行政全般
高島市………………高島市の行政全般
滋賀県司法書士会…登記、相続、多重債務、成年後見等
滋賀県行政書士会…遺言書、遺産分割協議書の書き方等
行政相談委員………国の行政全般
滋賀行政評価事務所…国の行政全般

一日年金相談所
保険年金課

　 （２５）８１３７

２月 25 日（木）
　10 時～ 16 時 安曇川公民館

次の電話番号まで事前にご予約ください。
大津年金事務所 　☎０７７（５２１）１４８９
　　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時

なんでも相談会
高島市社会福祉協議会

　 （36）8230

３月５日（土）
13 時 30 分～ 16 時 30 分

マキノ土に学ぶ
里研修センター

多様な相談にその場で対応できるよう、法律、福祉、
高齢、障がいなどのさまざまな分野の相談員が参加
して開催する相談会です。ご家族や支援者の方も相
談できます。

　
在
宅
医
療
や
介
護
、
在
宅
看
取
り
に
つ

い
て
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　
３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
13
時
15
分
～
16
時

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
対
象　
市
民
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

　
　
　
　
保
健
な
ど
関
係
者

▼
定
員　
２
０
０
人

▼
内
容

①
講
演
会
「
認
知
症
８
５
０
万
人
時
代
を

　
　
支
え
る
地
域
医
療
と
は

　
～
病
と
と
も
に
地
域
で
生
き
る
～
」

　
（
講
師
）Ｎ
Ｈ
Ｋ「
Ｔ
Ｖ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
　
　
　
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
司
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
田　
直
子
氏

②
啓
発
劇
「
高
島
か
つ
お
さ
ん
の
物
語
～

た
か
し
ま
で
の
在
宅
ケ
ア
を
考
え
る
～
」

　
（
出
演
）
市
内
の
医
療
・
介
護
関
係
者

　
　
　
　
と
高
島
市
役
所
職
員

▼
募
集
期
間

　
２
月
１
日
（
月
）
～
３
月
９
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

・

地
域
包
括
支
援
課

　
（
２
５
）
８
１
５
０

　
（
２
５
）
５
４
９
０

　

houkatu@
city.takashim

a.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

lg.jp

～
ふ
る
さ
と
高
島
で
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
～

在
宅
療
養
講
演
会

住
み
慣
れ
た
地
域
・
我
が
家
で

最
期
ま
で

相　談（秘密厳守・相談無料）
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２月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

今 津 図 書 館
（22）3827

10 時～ 19 時
（土曜 21 時まで） 休 休 休 休 話 休 休 話 休 休

安曇川図書館
（32）4711

10 時～ 19 時
（金曜 21 時まで） 休 休 話 休 休 休 休 話 休 休 話 休

マキノ図書館
（27）0350 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休

朽木図書サロン
（38）2324 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休

新 旭 図 書 室
（25）2811 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休 話 休

高 島 図 書 室
（36）2160 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休

▼貸出延長や予約は各図書館へご連絡ください。

　本や調べもののお問い合わせも受けつけています。お気軽におたずねください。

開館日カレンダー

平成 27 年12 月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

お誕生おめでとう！
氏　　名 性　別 氏　　名 性　別

人

平成 27 年 12 月１日から 12 月 31 日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、了解をいただいた方のみ掲載しています。

「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５１，０７８人  （  －71）
５１，５９８人（－591）

５１,００７人

２０,２０４世帯

２４,８５４人
２６,１５３人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ

窓口だより

はおはなし会です。 時間や内容については各図書館へお問い合わせください。話

納付のお知らせ２月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

○市・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
　料の特別徴収（年金からのお支払い）対象者の皆さん

２月 15 日受け取りの年金から天引きされます。
項　目 期　別 納期限

国民健康保険税（普通徴収） 第 11 期

2 月 29 日
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 11 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第 8 期
水道料金（12月～1 月使用分） 2 月 期

342016. ２月号35 2016. ２月号

　

真田　徹／監修（宝島社）
直系子孫である仙台真田家 14
代当主が監修の元、真田幸村の
生涯と謎に迫ります。巻頭には
400 年の時を越えて、徳川宗
家 18 代当主との対談も掲載さ
れており、2016 年の大河ドラ
マ「真田丸」がさらに楽しめる
１冊です。

“みそまる”とは、みそにだしと
具材を混ぜて、お椀一杯分を丸
めた即席みそ汁の素のこと。簡
単に作れて持ち運びにも便利！
和風・洋風・アジアンなみそま
るレシピが載っているので、自
分好みのおみそ汁を作って、寒
い冬に温まってみませんか？

『直系子孫が明かす！  真田幸村の真実』

藤本　智子／監修（宝島社）
『みそまる』

読み聞かせの発音や間の取り方・
本選び・実践までのコツを、Ｎ
ＨＫの現役アナウンサーが丁寧
に教えてくれます。「こう読まな
くちゃいけない」という固定観
念をなくし、子どもたちと一緒
に本の世界に飛び込んで、楽し
い時間を過ごしてみてください。

山田　敦子／村上　里和（名日東書院本社）
『子どもを夢中にさせる魔法の朗読法』

今月のおすすめ 催し物のお知らせ ２月※
そ
の
他
に
も
新
し
く
入
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
図
書
館
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抜け毛・白髪・髪のハリやコシ
がなくなってきた……そんな悩
みを抱える女性への髪育バイブ
ル。海藻は髪にいい？　髪は自
然乾燥が一番？　という疑問か
ら、シャンプーの選び方や正し
いヘアケアの方法まで詳しく解
説されています。

浜中　聡子／監修（辰巳出版）
『女子のための髪育レッスン』

『作家の猫』
コロナブックス編集部／編者（平凡社）

　今から約１００年前、フランスに渡り一世
を風靡した日本人画家「藤田嗣

つ ぐ は る

治」の半生を
描いた映画「ＦＯＵＪＩＴＡ（フジタ）」が
昨年 11 月に公開されました。女性や猫を描

き、世界で認められた画家です。
　この本では、猫を愛した作家や大の猫嫌いが猫好きに
変貌した作家、猫は好きではないが生活の中にいる・・・。
そんな作家と猫の大らかな関係が写真と共に満載。池波
正太郎は猫が存在しない生活は考えられないと。大佛次
郎が生涯に飼った猫は、なんと５００匹以上だとか。谷
崎潤一郎、開高健は愛猫をはく製にしました。南方熊楠
は愛猫をすべて「チョボ六」と名付けます。水木しげるは、
猫の視点から熊楠の生涯をコミカルに漫画にしました。
　数多い動物の中でも人間と一緒に生活できる存在の
猫、従順でありながら気ままなところに惹かれるのでし
ょうか。猫を通して 28 人の作家の素顔をお楽しみいた
だけます。（Ｈ．Ｏ）

　今から約１００年前、フランスに渡り一世
を風靡した日本人画家「藤田
描いた映画「ＦＯＵＪＩＴＡ（フジタ）」が
昨年 11 月に公開されました。女性や猫を描

き、世界で認められた画家です。

○西田哲学学習会
    日時：18 日木
　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分

○ブッククラブ
　「牛乳パックで３つのコマを作ろう」
　日時：14 日日
　　　　　10 時 30 分～ 12 時

○かけはし「金曜午後の朗読会」
  　日時：12 日金 14 時～ 15 時
○たかしまのむかしばなし
　創作童話「田な神

か ん

さんと畑神さん」
  　日時：20 日土 10 時 30 分～ 11 時 30 分

○エントランス展示
　「高島市の食文化」 
　出展：高島市教育委員会
　　　　事務局　文化財課
　日時：１日月～ 29 日月  
　　　　開館時間中

今津図書館 マキノ図書館

Recommended  Book司書の イチオシ本
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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　今年の初詣は、約 800 段も
続く石段で有名な大津の立木観
音へ。４歳の娘が自分一人で階

段を登りきった姿を見て「この間までよ
ちよち歩きやったのに」と思いつつ成長
を実感しました。▼今号の特集は成人式
をとりあげました。いろいろな新成人が
おられますが、しっかりとした夢や地元
愛を語られる方もおられ胸が熱くなりま
した。皆さんの夢が実現できるよう祈っ
ています。▼娘の成人まで後 16 年。夢の
ある大人に成長してほしいものです。（Ｓ）

は
、
よ
も
ぎ
団
子
を
こ
し
餡あ
ん
で
包
ん
だ

宵
宮
団
子
（
ヨ
ミ
ヤ
団
子
）
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、「
明
日
の
お
祭
り
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
招
待
客
の
家
ま
で

案
内
に
行
く
な
ら
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

秋
祭
り
に
は
１
年
の
豊
作
を
感
謝
し

て
、
山
の
神
様
に
鏡
餅
一
重
ね
を
、
葉

付
き
大
根
・
丸
ご
と
の
小
魚
な
ど
と
一

緒
に
供
え
ま
す
。
稲
刈
り
を
全
て
終
え

た
後
、田
の
神
様
の
亥
の
子
祭
り
に
は
、

も
ち
米
を
使
っ
た
お
は
ぎ
な
ど
が
作
ら

れ
ま
し
た
。

　
現
代
で
は
、
餅
や
そ
れ
を
加
工
し
た

お
菓
子
な
ど
も
手
軽
に
買
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
身
近
な
食
べ
物
に
な
っ
て

い
ま
す
。
時
に
は
餅
が
大
切
に
さ
れ
て

い
た
昔
か
ら
の
伝
統
を
思
い
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
み
る
の
も
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
参
考
文
献
※

・『
滋
賀
県
の
伝
統
食
文
化　

滋
賀
県
伝
統

食
文
化
調
査
報
告
書　
平
成
６
年
度
～
平
成

９
年
度
』

『
滋
賀
県
伝
統
食
文
化
調
査　
資
料
編
』

（
と
も
に
１
９
９
８
年
／
滋
賀
県
教
育
委
員
会
）

・『
マ
キ
ノ
の
里
山
語
り
や
ん
せ
』

（
２
０
０
４
年
／
マ
キ
ノ
町
）

文
化
財
課
　
（
３
２
）
４
４
６
７

　
　
　
　
神
聖
な
丸
い
餅

　
餅
と
は
本
来
は
丸
い
も
の
で
、
餅
を

切
る
こ
と
で
さ
え
不
吉
と
忌い

ま
れ
る
ほ

ど
、
そ
の
丸
い
形
が
神
聖
な
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
正
月
に
お
供
え

し
た
鏡
餅
を
割
っ
て
皆
で
食
べ
る
鏡
開

き
も
、「
切
る
」
や
「
割
る
」
と
い
う

言
葉
は
縁
起
が
良
く
な
い
と
し
て
避
け

ら
れ
て
き
た
表
現
で
す
。

　
餅
が
正
月
の
ご
祝
儀
と
し
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
安
時
代
か

ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
月
の
鏡
餅

の
ほ
か
、
３
月
３
日
（
上じ
ょ
う
し巳
の
節
句
）

の
草
餅
、
５
月
５
日
（
端た
ん
ご午
の
節
句
）

の
チ
マ
キ
ま
た
は
柏
餅
、
旧
暦
10
月
亥い

の
日
の
亥い
の
こ子
餅
な
ど
、
餅
と
節
句
と
の

関
わ
り
は
深
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
節

句
は
「
節
供
」
と
も
書
き
、
１
年
間
の

無
事
を
願
っ
て
重
要
な
節
目
ご
と
に
行

う
お
祭
り
で
す
。

　
　
高
島
市
で
の
な
ら
わ
し

　
高
島
市
で
も
昔
か
ら
餅
や
団
子
が
祭

り
ご
と
や
お
供
養
な
ど
の
た
め
に
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
正
月
に
は
鏡
餅
を
供

え
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
は
小
さ
な
団

子
を
木
の
枝
に
飾
っ
た
餅
花
を
神
棚
に

ま
つ
り
、
山
の
神
様
に
斧
・
鋸
の
こ
ぎ
りな

ど
の

道
具
と
一
緒
に
十
二
月
神
餅
を
お
供
え

し
て
、
豊
か
で
安
全
な
１
年
に
な
る
よ

う
祈
り
ま
す
。

　
２
月
～
３
月
頃
に
か
け
て
は
、
各
地

域
の
寺
院
で
涅ね
は
ん
え
槃
会
の
法
要
の
後
に
団

子
撒ま

き
が
行
わ
れ
ま
す
。
撒
か
れ
る
の

は
紅
白
の
団
子
、
鮮
や
か
な
３
色
の
団

子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
お
下
が
り
を
い

た
だ
く
と
農
作
業
や
山
仕
事
の
際
の
マ

ム
シ
除
け
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
布

や
毛
糸
で
編
ん
だ
小
袋
に
入
れ
て
、
お

守
り
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ろ
こ
ろ

さ
ん
（
こ
ろ
こ
ろ
団
子
）
と
呼
ば
れ
る

お
供
え
団
子
は
、
８
月
の
お
墓
参
り
の

ほ
か
、
地
域
に
よ
っ
て
は
２
月
の
涅
槃

会
、
８
月
16
日
の
お
盆
の
送
り
団
子
、

８
月
23
日
の
地
蔵
盆
な
ど
に
も
作
ら
れ

ま
す
。
団
子
の
お
下
が
り
は
そ
の
ま
ま

食
べ
る
ほ
か
、
レ
ー
ス
糸
に
つ
な
い
で

腰
か
ら
下
げ
、
や
は
り
マ
ム
シ
除
け
の

お
守
り
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
春
祭
り
の
宵よ
い
み
や宮

（
前
夜
祭
）
に

祭
り
の
陰
の
主
役

お
守ま

も

り
と
し
て
も

大
切
に
さ
れ
て
き
た
餅

十二月神餅のお供え


